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道民カレッジ連携講座（ほっかいどう学コース）
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◆　北海道と東北の古代集落
八木　光則（やぎ　みつのり）岩手大学平泉文化研究センター客員教授　博士（歴史学）

1953 年北海道八雲町生まれ、立正大学卒業。 盛岡市教育委員会勤務を経て現職。

現在、主に古代蝦夷や城柵、集落遺跡などの研究のほか、岩手県内の近世～近現代の石碑調査を実施中。

◆オホーツク文化の集落遺跡
熊木　俊朗（くまき　としあき）東京大学大学院人文社会系研究科教授　博士（文学）

1967 年東京都立川市生まれ、東京大学大学院人文社会系研究科修士課程修了。同研究科准教授を経て現職。

北海道を中心とした北東アジアの考古学、特にオホーツク文化や擦文文化について調査研究を進めている。

◆　北千島・カムチャツカのアイヌ遺跡
高瀬　克範（たかせ　かつのり）北海道大学大学院文学研究院准教授

1974 年札幌市生まれ。北海道大学大学院文学研究科博士課程修了。岩手県埋蔵文化財センター、東京都立

大学、明治大学を経て現職。現在，北太平洋沿岸の歴史生態学を研究している。

◆　秋田県内の埋没古代住居　＊札幌会場のみ

村上　義直（むらかみ　よしなお）秋田県埋蔵文化財センター資料管理活用班副主幹

1970 年秋田県五城目町生まれ、札幌学院大学卒業。秋田県教育庁生涯学習課、秋田県埋蔵文化財センター

等を経て現職。10 世紀の泥流に埋もれた集落「片貝家ノ下遺跡」の調査に携わり、報告等の対応にあたる。

◆　標津遺跡群と根室地方の集落遺跡　＊根室会場のみ

小野　哲也（おの　てつや）標津町教育委員会主幹兼ポー川史跡自然公園学芸員

1974 年東京都八王子市生まれ、北海道大学大学院文学研究科修士課程修了。 厚真町教育委員会を経て標津

町教育委員会で文化財保護に従事。現在主に標津遺跡群におけるアイヌ文化期の遺構調査に努めている。

◆　討論：古代集落遺跡の価値　司会
澤井　玄（さわい　げん）北海学園大学・北星学園大学・札幌学院大学非常勤講師

1964 年根室市生まれ、北海道大学大学院文学研究科修士課程修了。 北海道漁連を経て研究生活に入り、

主にアイヌ文化につながる擦文文化について調査研究を進めている。
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